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東証プライム ｜ 証券コード：4633

2026年12月期第3四半期

決算説明資料

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいております。

実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。また、記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。
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第3四半期累計実績

・ 中東情勢影響による調達量に大きな支障はなく、安定供給を継続 

通期業績予想

株主還元

・ 米州の一時的な経費が増加したものの、米州・欧州・アジアのインド・ベトナムで販売数量が増加し、業績を牽引

また、日本や欧州における資本効率を意識した収益改善の各種取り組みなどにより、3Q累計 増収増益

2026年12月期 第3四半期 決算要点

・ 年間配当 １００円/株 

・ 日本・欧州の収益改善が業績を牽引。加えて、アジアの一部地域における販売回復や米州・機能性材料の収益性改善に

取り組み、各セグメントで強弱はあるものの、全体として通期予想の達成および 前年比 増収増益 を見込む

・ 地政学リスクに伴う原材料価格の上昇やインフレによる受注・顧客需要への影響を引き続き注視
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中東情勢影響におけるサプライチェーンの状況

原材料市況の変動を注視し、適正な価格対応と安定調達に努める

中東情勢の全体影響

調達・供給の状況

・ 供給が途切れる事態は発生せず、安定供給を維持

・ 引き続き、サプライヤーとの連携強化と
 調達先の分散により、安定供給の維持に取り組む

今後の見通し

・ 原材料価格は一時軟化したものの、原油価格が
再び上昇しており、今後原材料価格全体として高い
水準で推移する見込み

・ 原油・ナフサ価格のほか、政治や地域情勢などの
影響が見込まれ、先行きは不透明な状況が続く

地域別の原材料コストと価格改定の状況

日本

アジア

米州

欧州

機能性材料

原材料コスト動向 価格改定

ピーク時からはやや低下したものの、
引き続き高い水準で推移

樹脂や加工顔料などの値上がりが遅
れて原価に反映され、原材料全般は
足元も高い水準で推移

顔料・樹脂などの主要原材料は、地域
や品目による差はあるものの、高い
水準で推移

主要原材料は足元も高い水準で推移

原材料動向を注視し、適正な価格
水準の維持に取り組む

各国の市場環境や競争状況を踏まえ、
適正な価格対応を継続

原材料価格や物流費の動向に応じ、
適正な価格対応を継続

製品ごとの原材料動向や採算性を
踏まえ、価格改定を推進

原材料価格や物流費の動向に応じ、
適正な価格対応を継続

ピーク時からはやや低下したものの、
引き続き高い水準で推移



Copyright © SAKATA INX CORPORATION. All Rights Reserved. |    4

2026年12月期 第3四半期（累計） 連結業績ハイライト

(単位：億円)

2025年12月期3Q

（累計）
2026年12月期 3Q（累計）

2026年12月期
（通期予想）

進捗率
（％）

金 額 金 額 増減額 増減率（％）
為替影響排除後
増減率（％）

金 額

売 上 高 1,920 2,171 251 13.1 7.2 2,865 75.7

営 業 利 益 119 134 15 12.9 7.1 170 79.0

経 常 利 益 131 147 16 12.3 7.4 178 82.7

親会社株式に帰属する
四半期 （当期 ）純利益 97 98 1 1.1 △3.5 118 83.8

期中レート （U Sドル ） 148.23円 158.54円 155.00円

2025年12月期 3Q（累計） 2026年12月期 3Q（累計） 2026年12月期 （通期予想）

営 業 利 益 率 6.2% 6.2% 5.9%
経 常 利 益 率 6.8% 6.8% 6.2%
親 会 社 株 式 に 帰 属 す る
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 率

5.1% 4.6% 4.1%

１ 株 当 た り
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 197.92円 202.51円 241.84円
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2026年12月期 第3四半期（累計） 前年同期比 要因別増減

2025年12月期
第3四半期(累計）

2026年12月期
第3四半期（累計）

インキ数量
＋37

機能性材料
＋21

インキ単価
+79

機 材
＋3

為替換算※1

＋112
その他
△ 0

調整額
△ 1

1,920

2,171

機能性材料

△2.9

その他
△ 1.0

機 材
＋ 0.1

インキ数量
＋24.0

119.0
134.4

インキ単価
＋79.6 原材料

△ 45.1

コスト※2

△ 44.8

売上高 （億円）

営業利益 （億円）

※2 製造経費や販管費など※1 海外現地法人の決算における為替変動影響額

為替換算※1

＋7.0

調整額

△ 1.5

+15.4
2025年12月期
第3四半期(累計）

2026年12月期
第3四半期（累計）

+251



Copyright © SAKATA INX CORPORATION. All Rights Reserved. |    6

2026年12月期 第3四半期（3ヶ月・累計） セグメント別 売上高・営業利益

(単位:億円)

2025年12月期 

3Q（3ヶ月）
2026年12月期 3Q（3ヶ月）

2025年12月期 

3Q（累計）
2026年12月期 3Q（累計）

金 額 金 額 増減率（％）
為替影響排除
後増減率（％）

金 額 金 額 増減率（％）
為替影響排除
後増減率（％）

売
上
高

印刷インキ・機材（日本） 123 139 13.3 - 372 408 9.7 -

印刷インキ（アジア） 146 161 10.1 4.6 415 465 12.2 6.6

印刷インキ（米 州） 259 303 16.8 7.6 763 866 13.4 5.1

印刷インキ（欧 州） 54 67 22.2 13.1 160 195 22.2 10.9

機能性材料 69 78 12.3 8.4 200 229 14.6 10.6

報告セグメント 計 654 750 14.6 8.6 1,911 2,165 13.3 7.4

その他 17 20 20.4 20.4 57 56 △1.1 △1.1

調整額 △15 △19 - - △48 △51 - -

合   計 656 751 14.4 8.5 1,920 2,171 13.1 7.2

営
業
利
益

印刷インキ・機材（日本） 4 15 237.4 - 9 37 311.6 -

印刷インキ（アジア） 19 14 △23.3 △28.2 50 48 △4.5 △10.3

印刷インキ（米 州） 13 8 △37.8 △42.7 44 30 △30.1 △35.0

印刷インキ（欧 州） △0 3 - - 1 9 416.0 364.2

機能性材料 8 5 △34.7 △38.3 19 17 △9.7 △14.8

報告セグメント 計 45 47 4.2 △0.6 124 142 14.3 8.7

その他 0 0 57.2 57.2 2 1 △41.2 △41.2

調整額 △3 △3 - - △8 △9 - -

合   計 42 44 3.8 △1.2 119 134 12.9 7.1
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セグメント別 通期見込

セグメント

2026年12月期

通期見込3Q(累計）

日本

売上高 408 545

営業利益 37 44

利益率（％） 9.0 8.0

アジア

売上高 465 634

営業利益 48 66

利益率（%) 10.3 10.4

米州

売上高 866 1,122

営業利益 30 40

利益率(%) 3.5 3.6

欧州

売上高 195 253

営業利益 9 9

利益率(%) 4.5 3.5

機能性

売上高 229 298

営業利益 17 24

利益率(%) 7.6 8.0

3Qまでの状況と4Q以降の見通し

● パッケージ用インキは、2Qの先行需要の反動を踏まえつつ、4Qは概ね底堅く
推移する見込み

● 引き続き、資本効率を意識した事業構造改革による収益改善の各種取り組みを推進

（単位：億円）

● 数量面ではインドやベトナムが堅調に推移する一方、東南アジアでは需要回復の遅れや
一時的な反動などにより、国ごとの濃淡が続く見込み

● 北米は販売数量が増加するものの、ERP導入費用、設備投資などの一時経費の増加のほか、
人件費や物流費の高騰が収益を圧迫

● 南米ではERP更新の完了により、今後販売数量の回復を見込む

● メタルインキは引き続きEU圏、中東・アフリカ方面での販売が拡大する見込み

● 市場環境を踏まえ、アジア統括会社を中心とした販売活動と価格対応により、
販売数量と収益性の確保に取り組む

● パッケージ用インキは、環境配慮型製品の拡販や、高収益製品の販売が堅調に推移

● インクジェットインキやディスプレイ用機能性材料（CF・BMなど）の販売は引き続き堅調に
すると見込む一方、原材料価格上昇や経費増加などの影響について、適正な価格対応を継続

● インクジェットインキでは、衣・食・住分野をターゲットとした新たな市場で採用が着実に拡大

● 価格改定の浸透と経費抑制を進め、販売数量の拡販も進める

● ４Qは季節的な需要変動を見込む

● 欧州統括会社主導による事業構造改革により収益に貢献できるセグメントへ転換

● ディスプレイ用機能性材料についても新規採用が進展しており、引き続き成長市場での
  拡販に取り組む。
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項目 増減額

自己株式 ＋42

有価証券評価差額金 ＋6

為替換算調整勘定 △3

利益剰余金 △1

2026年12月期 第3四半期（累計） 連結財務ハイライト

※自己資本＝株主資本合計＋その他の包括利益累計額

固定資産

985

流動資産

1,272

流動負債

622

固定負債

370

純資産

1,265

総資産

2,258億円

2025年12月31日

うち、自己資本
1,191※

連結貸借対照表 （単位：億円）

2026年9月30日

資産・負債の主な増減

項目 増減額

資産

売上債権 ＋81

棚卸資産 ＋52

現金及び預金 △1

投資有価証券 ＋24

負債
有利子負債 ＋70

仕入債務 ＋41

（単位：億円）

純資産の主な増減 （単位：億円）

総資産

2,421億円

固定資産

1,013

流動資産

1,408

流動負債

796

固定負債

319

純資産

1,306

うち、自己資本
1,235※

自己資本比率

52.8%

自己資本比率

51.0%
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2026年12月期 通期業績予想

単位：億円

2024年12月期 2025年12月期 2026年12月期（予想）

金 額 金 額 金 額 増減額 増減率（％）

売 上 高 2,455 2,576 2,865 288 11.1

営 業 利 益 131 152 170 17 11.6

経 常 利 益 128 153 178 24 15.8

親会社株式に帰属する当期純利益 90 116 118 19 1.6

期 中 レ ー ト （ U S ド ル ） 151.58円 149.71円 155.00円

2024年12月期 2025年12月期 2026年12月期（予想）

営 業 利 益 率 5.4% 5.9% 5.9%

経 常 利 益 率 5.3% 6.0% 6.2%

親 会 社 株 式 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 率 3.7% 4.5% 4.1%

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 180.64円 235.26円 241.84円
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株主還元

純利益（億円) 74 9０ 116

総還元性向 23.5% 49.8%

営業CF（億円) １５３ 89

※1 2026年度見通しに基づく見込み値 ※2 2026年度予想

※2

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度（予定）

自己株式取得

配当総額

1株あたり配当

１７．５億円

35円/株

３５億円

70円/株

47.5億円

10億円

2026年度(予定）

100円/株

2023年度比

 約 2.8倍

年間配当

配当性向 23.5% 38.8% 40.4% ※１

自己株式

機動的な自己株式取得の実施
10億円

100円/株

49.0%

170

50億円

（中間:50円/期末:50円）

10億円
10億円実施済（2026年3月）

１１８

41.3%

50%以上

ー

95円/株

株主還元方針 積極的かつ安定的な配当と機動的な自己株式の取得

目 標 総還元性向50％以上を2026年までに達成

機動的な
自己株式取得

※１
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（2027年1月1日付で社名変更）

証券コード(4633) は変更ありません

持株会社化に伴う社名変更のお知らせ

新たな社名とともに、
さらなる企業価値向上を目指します

（持株会社）
インクス

（日本事業会社）

日本事業は新生・サカタインクスとして継続します
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持株会社化の目的

持株会社体制への移行を契機に、次の成長ステージへ

 経営基盤の強化

2027年1月
INXホールディングスへ移行
・ 経営と事業運営の役割の明確化
・ グループ全体最適の経営推進
・ 意思決定の迅速化とガバナンス強化

成長戦略の推進

成長分野・地域への
重点投資

・ パッケージ・メタルインキのグローバル成長
・ 環境配慮型製品・高付加価値製品の拡大
・ 機能性材料・新規事業の育成
・ 成長性・収益性を踏まえた経営資源の重点配分

変化に迅速に対応し、成長投資
を着実に実行できる経営・財務
基盤を構築

既存事業の強みを活かし
新たな事業機会を創出

資本効率の向上と
株主還元

持続的な企業価値の向上

資本コストや株価を意識した
経営の推進

・ 資本コストを意識した投資判断
・ 収益力の向上（ROE・ROIC）
・ キャッシュ創出力の強化
・ 安定的・継続的な株主還元

既存事業の
収益力強化

成長分野・
地域への投資

新製品開発

発行体格付
「Aー / 安定的」を取得
※2026年9月17日付

・資金調達手段の多様化と調達基盤の強化

INXホールディングス

日本統括 アジア統括 米州統括 欧州統括

各事業
会社

各事業
会社

各事業
会社

各事業
会社



appendix



Copyright © SAKATA INX CORPORATION. All Rights Reserved. |    14

トピックス

ネオジム磁石発明者・佐川眞人氏率いるNDFEB社と
ネオジム磁石の次世代製造プロセス確立に向け共同研究を開始

（左）NDFEB㈱ 代表取締役 佐川眞人氏
（右）サカタインクス㈱ 代表取締役社長執行役員 上野吉昭

ネオジム磁石に関する知見と当社の材料設計技術を融合し、
材料ロスの低減、成型安定性の向上、高磁気特性を実現する
次世代製造プロセスの確立を目指した次世代製造プロセス
の確立に向けて共同研究を開始しました

共同開発のポイント

技術融合

開発テーマ

将来展開

佐川氏の
ネオジム磁石に関する知見

当社の
材料設計技術

材料ロスの低減、成形安定性の向上、
高磁気特性の実現

新規事業領域での事業機会の創出と
中長期的な企業価値向上

幅広い活用分野

ネオジム磁石は高い磁気特性を持ち、小型でも強い磁力を発揮する
ことで、製品の小型・軽量化、高出力化、高効率化に貢献します。
脱炭素化や自動化、生活の高度化を支える重要な機能材料として
活用される分野が広がっており、今後も需要の拡大が見込まれます

モビリティ ロボティクス・産業機器 家電・医療機器
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トピックス

格付取得について

統合報告書2026発行

日本語版： 7月末
英 語 版 ： 9月末

格付機関 格付対象

株式会社格付投資情報センター（R＆I） 発行体格付

格付 格付の方向性

A- 安定的

格付取得の目的

・ 当社グループの信用力の客観的な評価・可視化
・ 資金調達手段の多様化と調達基盤の強化
・ 成長投資を支える中長期的な財務基盤の構築

MSCI日本株ESGセレクト・リーダーズ指数の
構成銘柄に初選定

MSCI ESGレーティングにおいて「AA」評価を獲得

※2026年9月17日現在

THE INCLUSION OF SAKATA INX CORPORATION IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS,TRADEMARKS, 

SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION 

OF SAKATA INX CORPORATION BY MSCI OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE 

PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF 

MSCI OR ITS AFFILIATES.
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参考 ： 連結業績推移表

2017年
12月期

2018年
12月期

2019年
12月期

2020年
12月期

2021年
12月期

2022年
12月期

2023年
12月期

2024年
12月期

2025年
12月期

印刷インキ・機材（日本）

売上高 54,985 54,950 51,876 48,071 50,444 51,436 52,977 52,806 50,248

営業利益 2,253 1,125 822 1,252 1,366 407 1,407 927 1,436

営業利益率（％） 4.1 2.0 1.5 2.6 2.7 0.7 2.6 1.7 2.8

印刷インキ（アジア）

売上高 30,245 32,156 35,277 32,597 38,574 48,050 52,434 58,281 56,173

営業利益 2,347 1,529 2,420 2,451 2,244 1,745 4,346 5,747 6,913

営業利益率（％） 7.7 4.7 6.8 7.5 5.8 3.6 8.2 9.8 12.3

印刷インキ（米 州）

売上高 43,560 44,957 48,771 49,510 54,930 73,889 78,848 87,863 101,860

営業利益 1,830 992 1,945 2,953 1,464 360 4,675 4,474 5,285

営業利益率（％） 4.2 2.2 3.9 5.9 2.6 0.4 5.9 5.0 5.2

印刷インキ（欧 州）

売上高 8,777 9,321 9,790 10,164 15,929 19,486 19,555 21,447 21,578

営業利益 25 △791 △985 △432 △188 △571 △789 66 64

営業利益率（％） 0.2 ― ― ― ― ― ― 0.3 0.3

機能性材料

売上高 11,336 12,185 12,452 11,844 14,328 15,508 16,836 19,405 26,947

営業利益 1,140 1,222 926 549 1,901 1,584 1,882 2,666 2,446

営業利益率（％） 10.0 10.0 7.4 4.6 13.2 10.2 11.1 11.7 9.0

報告セグメント 計
売上高 148,904 153,571 158,168 152,187 174,207 208,372 220,653 239,805 256，806

営業利益 7,596 4,078 5,129 6,437 6,788 3,526 11,521 13,881 16,144

その他
売上高 15,790 16,335 16,837 16,984 17,229 14,046 15,302 12,731 7,433

営業利益 350 390 369 156 350 336 464  179  249

調整額
売上高 △7,392 △7,851 △7,767 △7,664 △9,949 △6,887 △7,593 △6,965 △6,599

営業利益 626 643 727 618 275 261 △537 △511 △1,172

合   計

売上高 157,302 162,056 167,237 161,507 181,487 215,531  228,362 245,570 257,666

営業利益 8,573 5,112 6,225 7,212 7,414 4,125 11,448 13,161 15,226

営業利益率（％） 5.4 3.1 3.7 4.4 4.0 1.9 5.0 5.3 5.9

連結会計年度
期中平均為替レート（USドル）

112.19円 110.43円 109.05円 106.82円 109，80円 131，43円 140．56円 151．58円 149.71円

（単位：百万円）

※ ※

※ ※

※

※

※

※

※ 2026年12月期より、その他セグメントの国内関係子会社からトナー事業を機能性材料セグメントへ移管したことに伴い、2025年12月期の数値を遡及修正しています。
 ただし、202４年12月期以前の数値については遡及修正を行っておりません。
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※ 2026年12月期より、その他セグメントの国内関係子会社からトナー事業を機能性材料セグメントへ移管したことに伴い、2025年12月期の数値を遡及修正しています。

 ただし、2024年12月期の数値については遡及修正を行っておりません。

参考 ： セグメント別 四半期別業績推移表

2024年度 2025年度 2026年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

印刷インキ・機材
（日本）

売上高 12,229 13,219 13,410 13,947 12,488 12,425 12,325 13,009 12,177 14,722 13,960

営業利益 353 173 166 233 274 173 452 534 564 1,617 1,528

営業利益率（％） 2.8 1.3 1.2 1.6 2.1 1.3 3.6 4.1 4.6 10.9 10.9

印刷インキ
（アジア）

売上高 14,868 14,245 14,517 14,649 14,017 12,799 14,690 14,665 14,303 16,109 16,177

営業利益 1,591 1,301 1,441 1,412 1,602 1,525 1,938 1,846 1,659 1,690 1,486

営業利益率（％） 10.7 9.1 9.9 9.6 11.4 11.9 13.1 12,6 11.5 10.4 9.1

印刷インキ
（米 州）

売上高 20,371 22,488 21,925 23,077 25,579 24,819 25,988 25,473 27,664 28,607 30,356

営業利益 1,322 1,396 1,565 190 1,549 1,540 1,315 879 1,287 974 817

営業利益率（％） 6.4 6.2 7.1 0.8 6.0 6.2 5.0 3.5 4.6 3.4 2.6

印刷インキ
（欧 州）

売上高 5,518 5,612 5,351 4,964 5,241 5,289 5,499 5,547 6,243 6,618 6,722

営業利益 207 2 5 △148 85 90 △1 △109 227 319 353

営業利益率（％） 3.7 0.0 0.0 ― 1.6 1.7 ― ー 3.6 4.8 5.2

機能性材料

売上高 4,428 5,190 4,900 4,886 6,522
※

6,525
※

6,958
※

6,942
※ 7,518 7,593 7,812

営業利益 726 648 645 645 606
※

499
※

835
※

506
※ 607 601 545

営業利益率（％） 16.4 12.4 13.1 13.2 9.2 7.6 12.0 7.2 8.0 7.9 6.9

（単位：百万円）
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インデックスへの採用状況・外部機関評価

※THE INCLUSION OF SAKATA INX CORPORATION IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS,TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF SAKATA INX CORPORATION BY MSCI OR 

ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.

分野 外部機関評価 評価概要 2022 2023 2024 2025 2026

E

CDPが実施するサプライチェーンにおける気候変動対応
の評価制度。ガバナンス、目標設定、Scope3排出量管理、

リスク管理、サプライヤーとの連携などが評価され、当社
は最高評価「A」を獲得するとともに、初めて「サプライ
ヤーエンゲージメント・リーダー」に選定されました

気候：B- 気候：B  気候：B  気候：B  未発表

水：B 水：A- 水：A- 未発表

S

経済産業省と日本健康会議が認定する制度。

従業員の健康保持・増進に戦略的に取り組み、健康経営
を実践する企業を評価・認定する制度です

●
（2021年初認定）

● ● ● ●

CDP サプライヤー
エンゲージメント評価

健康経営優良法人

分野 インデックス 評価概要 2022 2023 2024 2025 2026

E

S&P Dow Jones IndicesとJPXが共同開発した環境（E）に
着目したESG投資指数。環境情報の開示状況や炭素効率
性（売上高当たりCO₂排出量）を評価し、優れた企業の比
率を高めて構成されています

●
（2019年初選定）

● ● ● ●

ESG

FTSE Russellが構築するESG投資指数。各業種において
ESG対応に優れた日本企業で構成されており、国内外の
ESG投資家による投資判断の指標として活用されていま
す

●
（初選定）

● ● ● ●

ESG

FTSE Russellが構築するESG投資指数。環境・社会・ガバナ
ンス（ESG）への対応に優れた日本企業で構成されており、
国内外のESG投資家による投資判断の指標として活用さ
れています

ー ー ●
（初選定）

● ●

ESG

MSCIが構築するESG投資指数。各業種でESG評価に優れ
た日本企業で構成され、GPIF採用指数の一つとして活用
されています。
また、MSCI ESG Ratingsで「AA」評価を獲得しています

ー ー ー ー ●
（初選定）

S&P/JPX
カーボン
エフィシェント指数

FTSE Blossom
Japan Sector
Relative Index

FTSE Blossom
Japan Index

※



お問い合わせ先

サカタインクス株式会社 コーポレートコミュニケーション部

電話 03-5689-6601

メール inx-prir@inx.co.jp

本資料は、当社コーポレートサイト ( ＩＲ情報＞ＩＲライブラリ＞決算関連資料 )
【https://www.inx.co.jp/ir/library/financial_results.html】にも掲載しております。

https://www.inx.co.jp/ir/library/financial_results.html
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